
　まちのニュース　「小・中学生俳句大会」特別版NEWS&NEWS

夏休みの宿題でしょうか。集中し
て必死に解いている顔が見えるよ
うです。汗がプリントに「ぽたり」
と落ちる瞬間の音。かすかな音が
聞こえたような気がするのも、進
まない焦りからかもしれませんね。

作業が終わるのを待っているので
しょうか。それとも、休日の軽トラ
の荷台を占領しているのでしょう
か。澄んだ秋の空が広がり、さわや
かな風が吹きすぎる中、すがすが
しく読書の秋を満喫しています。
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「雲の峰」は入道雲を山の峰に見立
てています。これからあるのは練
習か試合か。ひもを通しながら気
合を入れて空を見上げると入道雲。

「さあっ、いくぞ」と声まで聞こえそ
うな臨場感のある句になりました。
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この句には楽しいとか、悲しいと
かいった感情を表す言葉が入って
いませんが、「イワシ雲」で情緒いっ
ぱいになりました。今、二人で見上
げたイワシ雲を、大人になった別々
の空で思い出すことでしょう。
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内子町小・中学生俳句大会の最優秀賞を紹介
俳句で感じる豊かな暮らし、美しいふるさと、子どもたちの成長――
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ひらがなの「だいぼうけん」から
は、低学年の子どもたちの笑顔が
見えてきそうです。走り抜ける

「ぼくら」を、ひまわりが見守りな
がら笑っているようです。楽しそ
うな大冒険の声が響いています。

丸い金魚鉢がレンズとなって、恐
ろしい猫の舌がさらに拡大されて
大写しのようにみせています。リ
アルな舌の描写によって、猫に見
つめられている金魚になったよう
な気分になりました。
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クロールで泳いでいるのでしょう
か。プールの底に目をやった時、ひ
とかきひとかき泳ぐ自分の姿が見
えたのです。泳ぐ泳ぐとリフレイ
ンにしたことで、リズムよく楽し
く泳いでいる様子が伝わります。
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バッタをドキドキしながら捕まえ
ようとしている様子が、まるでそ
の場にいるように伝わってきまし
た。網を持って、そーっと息をと
めて近づいているのでしょう。低
学年らしいかわいい俳句です。
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「第７回内子町小・中学生俳句大会」の表彰式が12月18日、共生館で行われました。
町内の全ての小・中学校から1,022点の応募があり、その中から最優秀賞８句、優
秀賞46句、入選20句が選ばれました。式では選者を務めた町内俳句会の代表者や
教員、夏井いつきさんの講評が述べられました。
ここでは最優秀賞に輝いた子どもたちの俳句と、選句者の講評を紹介します。

広報うちこ   2023. 1 6


